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P1; = 1/ [l +exp （α＋β~ . )] (2) 
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第3図正規分布とワイブル分布










Pu = 1 -Pli = exp （α＋β＇X;)/[l+exp 
（α＋βrx;) J (3) 
であるため， pliとPuの比の自然対数をとると，














































































F（ピ） = 1/{l +exp[μ (17, -172ー ピ）］） (7) 
3) （εh凸，…， E.n）がそれぞれパラメータ（1]1, 
μ), (712, μ），…，（ηn, μ）のη個の独立したワ
イプル分布に従うとき， max（εh九…， E.n）も












Pi.= Prob(u,1孟的H j=2, 3，…，n) 
ニ Prob(vu＋εIi;?V；，＋εJi’j=2, 3，…，n) 
= Prob[v，.＋ぬよmax（め.＋εμ）］ (8) 
,=2,3, . ,n 
いま，~~ ＝max (v，，十 E.；，）とする と， 上記 3 ）の
n 
特徴より， dはパラメータ［(1/ μ）・InI exp 
(μV;,), µ ］のワイブル分布を呈する． さらピ~2U: =
n 








P,; = Prob(v＂＋ εIi孟v；＋ε，：＇）




P,; = 1/ { 1 +exp[μ (v,;'-vli)]} 
= exp (μv,.) I [ exp (μvii）十exp(μv,:')J 
= exp (μv1.) I { exp (μvi;）十exp［μ・
(1/ μ）・Inヱexp（μめ.）J} 
n 

































九・＝ Prob (Vu+ Eu孟V1，＋εJi, j=l, 2, 
…，n;j宇l)
= Prob（εJi三εu+Vu-V;, j= l, 2, 
・, n, jヰl) (12) 
いま， εIiが特定の値をとるとした上で，選択肢
lが個人iによって選ばれる確率は，第12式より
各εJiがεu+Vu-V;, (j= l, 2，…，n;jヰl)より
も小さいときである．それゆえ， εuでかつε円三五







Ilexp{ exp[ （εu+ Vu t仇）］｝
υ字。 n
= exp（一ε，） I exp{ -exp［一（εlt
十九 V;;)] } 
ニ exp（ー εJI {exp[ -exp（ー ε，；）







= L~= 00 exp( -1:,) {exp［一州－cu)
記exp(v1,-v“）］｝alεIi (14) 
いまここで， exp( -e,) = tとすれば， dt/de,,= -
exp（一ε，..）となり，さらにdε“＝-dt/exp（ー εμ）
=-dt/tとなる．ところで，εuが∞に近づくと t











































































































選択肢 選択肢固有変数 選択肢共通変数 自家用車選択肢国有定数 の有無 年骨骨速貸 燃費 先場面積
公共交通機関
しか利用でき 1 鉄道・ 。 百貨店 。 個人zのない都心百貨 パス運賃 先場面積 年齢
店 (j=l)
自家用車しか 個人iが自
利用できない 自家用車 ス パーー 家用車所有郊外ス パーー 。 。 のときは1' 。
(j=2) 燃費 売場面積 そうでない
ときはO
パラメー タ F。 β1 β2 β3 β． βs 
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K K 
P1i = exp( Iβ..Xw) /[exp （玄 β.X1•• ) 
k• l k=I 
K 
+exp（｝： β品.) J 
K 
= 1/{l十exp［ヱ β• （x2ik-x1i•）］｝ 仰）
Pu=l-Pi1 
K K 





= exp［ヱ β• （~ik x，帥）]/{l +exp 
K 
［三 β.（x2品 －xi，.）］｝白I)
k • l 
VI 最尤法によるパラメータ推定
特性変数のパラメータムの推定値は最尤法（最
















Pr{.x=4} = 5C,[p'(l－ρ） ] = 5P' (1ρ） 
である．以下同様に考えれば，
Pr{x=3} = sC3×［p3(1-p)2) 
= [5 !/ (3 ! 2 !) ] [p3 (1ーがつ
= lO[p3(l-p)2] 
Pr{x=2} = sC2×［ρ2( 1－ρ） 3)
= [5 !/(2 ! 3 !)] [p2(1ρ）つ
= 10［ρ2 (1ー ρ）寸
Pr{x=l} = sC，×［p(l－ρ） •] 
= [5 !/ (1 ! 4 !)] ［ρ（1 p) '] 
= 5[p (1-p）つ
Pr{x=O} = 5C。×［po(l－ρ）•] 
また，
= [5 !/(0 ! 5 !)] ［ρ。（1一ρ）5) 
= (1-p)S 
Pr{.x=5} = 5Cs×［ps (1ρ）。］
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xlik)] } > + (1ー ふ）ln<exp[Lβ. (.i:同 一
-7-
K 




xlik)]} > + (1-o;) ln{exp［ヱ βk(x,ik一
K 
xu.)]} (1 o;) ln{l +exp［ヱβ.（x,;.-
x，帥）］｝〉
n K 
ニヱ＜－01ln{l+exp[ k β• (x,1.-xii.)]} 
K + (1 oi>ヱ（為抽 x, •• )-(1-o;)ln 
K 
{l+exp[ k β• (x,,k -X1 ;•)]}) 
K 





(k=l, 2，…， K）で偏微分したものを Oとおし
K 
a LL/δβ. = 玄[I-o，ー くexp［玄 β.（為的
K 
X1,•) ]/ {1 +exp[ k β• （x,,.-X1,k)] ｝）】
(x,ik一為抽）
n 
= 玄(l-01一九J(x, 1• -xlik) 


























































［仰（ω）／土 exp（伽）］ ＝叫（v,.)I 
exp ( V•n) = exp ( Vin -Vkn） 側












































































































多摩そごう 多摩そごう 多摩そごう 三和














































































P;(c,m) ＝兵（m I c)・P;(c) （扮
M 


























P;(c,m) = exp(vc+vm+Vcmll 
C M 
2 2 exp(vc+Vm+Vcm) (38) 
しかるに，周辺確率は，
M 










ニ［exp( Ve) 2 exp ( Vm + Vcm)] / (40) 
m=I 
C M 








P,(c) = [exp(vc) ・exp（九）］／｛2 [exp(vcl・
exp(ucl]} 
C 
= exp(vc十Uc)/1 exp ( Ve+ Uc） 仰
となる．
他方，条件付確率は，
P;(m I c)= P;(c,m）／九（c）帥
であるため，第43式の右辺へ第38・40式を代入す
れば，

























































































M uc 二 Inヱexp(vm+Vcm) 
m-1 
= ln[exp(v1 +vc1) +exp(v2+ Vc2) ＋…＋ 
exp(vu+vcu)] 
= ln[M・exp(vm+Vcm)] 














































































































1982 , Anas and Chu, 1984 ; Anderstig and 
Mattsson, 1991）をいれるものもある．また，空
間スケー1レを考慮、して，居住地の決定段階を2段
階に分けるものもある（Quigley,1985; Thil and 









ロジッ ト・モデリングの場合（Mueler, 1982 ; 























Evers and Van 















































































































地 城 データ形式 ネストの構造I) 備 考
(3）質物行動
Ben-Akiva (1974) ワシントン大都市函 非集計 1.目的地 I i.交通手段
2.交通手段 2.目的地
McFadden (1974) ピッツパーグ 非集計 1.買物行動の有無
2.目的地
3.交通手段
森地はか (1985) 前橋 ・高崎都市圏 非集計 1.目的地
2.交通手段
屋井（1986) 八王子周辺，新玉川 ・ 非集計 1.目的地
田園都市線沿線， 2.交通手段
前橋 ・高崎都市圏
吉田 ・原図 (1990) 浜松都市圏 非集計 1.異物頻度
2.目的地
3.駐車場地点





屋弁（1986) 前橋 非集計 1.目的地
2.交通手段










河上ほか（1984) 名古屋南東郊外 非集計 1.目的地
2.交通手段
屋井 (1986) 中央道沿い観光地 非集計 1.目的地 東京大都市幽に住む
2.交通手段 人々の余暇行動
Lin et al. (1988) シカゴ大都市圏 非集計 1.公園類型
2.目的地
(7）工場立地
林・機部（1984) 愛知県 非集計 1.地域
Hayashi et al. (1986) 2.類型別地区
(3.地点）
宮本ほか（1985) 札幌大都市箇 非集計 1.地域
2.市区町村
宮本ほか (1986) 関東地方 非集計 1.地域 宮本ほか（1985）の
2.小地域 内容も再録
Hansen (1987) サンパウロ州 非集計 1.サンパウロ大都市圏内・外
（ブラジル） 2.サンパウロ大都市圏外の都市
Henley et al. (1989) イギリス 非集計 1.南東地方の有無 重みつき最尤法使用
2.地域
(8）イノベーションの採用
Kasanen and フィンランド 非集計 1.暖房の種類Ii.燃料
Lakshmanan (1989) 2.燃料 2.暖房の種類
Kasanen (1990) 






(Odland and Elis, 1987; Liaw and Ledent, 
1987 ; Ledent and Liaw, 1989 , Liaw, 1990 ; 
Ishikawa, 1990 , Liaw and Otomo, 1991）も同様





















研究（Liawand Ledent, 1987 ; Ledent and Liaw, 




















































り，屋井（1986），河上ほか（1984),Lin et al. (1988) 













を選択肢としているが（Hansen,1987 ; Henley et 
al., 1989 .宮本ほか， 1985,1986），タイプ分けし
た地区類型を選択肢としているものもある（林・









モデルが援用されてきた（Sugiura,1986 ; Senior, 
1987；杉浦， 1988b; Paul, 1990）.ネスティッドロ
ジット・モデルに限定すれば， Kasanen(1990; 









方について付言しておきたい.Anas (1981, 1982), 
Anas and Chu (1984), Mueller (1982），林・磯
苦巨 (1984), Clark and Onaka (1985), Hayashi 


































































































































































































































太閤勝敏・原図 昇(1991) やさしい非集計分析 1.












































原田 昇（1992) やさしい非集計分析 6.段階選択モ
デル．交通工学， 27( 1 ) , 45-51. 
兵藤哲朗（1991).やさしい非集計分析 5.複数データ
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